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座 席 予 約 自 動 化 の 展 望
Prospect ofthe AutomaticSeat Reservation System

斎数賢次郎* 篠 原 泰*
lく=1jir〔)Sこ1izll Y:lド11うtliドtli11【_山al-d

内相;了約l′Ⅰ勅シフテムは,

接 辺1主 人司こ
TりSlli〔)Watallコbビ

内 容 梗 概

木屑紬勺な甥l耶汁l古根処仰シスナ∴ノニL′でj川まさ′‡し
rJ二こ:一2f卜23l′け肘1-=二ほい

/1た〔本稿r仁は情緒処仰の白軌化対象とL‾てク〕j∴約紫郎)柑自1
その′1淵への通称ユ∴い)一;,立F),また斗子来のふりか√ン1_小仁べる′､

し 緒 日

長距維旅行者にとって,い甘〕ばんの関心市ほ東i)ごこ■F)やスピー

ドもさることながF),なにエりもまず仲シー,て仙ナるかどうか,斗迄千丁

がとれるかどうかというノ､【ぇにあるようである∩ この展‾榊(Jなサービ

スに対する要.淋£,維消成長とともに搬まり,それに対処してl一郎失

では了約できる仲恥や斗辻ナナをエリ故に増加】してきている∩そのための

業務量の噌人ば賢しく,次第に人手作業で姐Jllけるこ.とが榊椰とな

りつつあり,抜本的な対韻が必要とされてきた∩

ここにその業務な■郁巨ヰミにさばくため,′.昆r･技術を噂人したlノー勅

システムが敏一殺され,ナ六軌を｢斉彬した｡このことほ,l朋失絆乍ぐ近代

化にとって大きな記念堺であるとともに,`7EJ′･技術の本附帆1軌の

時代にほい′一,たことを′計味するものであろう｡

以下に,まず｢約業務の特質を述べ,てEJ'瀬術噌人のいきさつに

ふれ 開発されたシステムの特長なと仁〕え,絹火の鵬?‾主な.言ぺ7人るこ

ととしたい｡

2.予約業務の特質と従来の業務方式

予約業務ほいわば件柵や斗さ台という肘‖1な拗う一種の在印管押で

ある｡しかし,一般の在樺管舛とは追ったいくつかの特質をナナして

おり,それらの特質がからふあ/1ているところに‾予約業務のむずか

しさがある｡

第一の特矧王,その対象となる前ノ六11の価値保有別間が柚端に限定

されていることである｡/〉11,発申する精一a､に‾jl約さjtていない乍

席があったとしても,明11以降にはなんの価伯ヰ)有しない(このよ

うにある時一イ､(を過ぎると残作価値が`ノヒ乍にゼロとなる赫■ll-1石二級うこ

とかド),時間的に厳帝なそしてj_迅速な在J【i摺;叩技術が要求される｡

筍二の特質ほ,ま/1たくl･可一のl糾Iハがあり得ないことである.｢こ♭)

る特定のf-1の,特定の列巾の,特種の位i群の他価は,ただ-･ノ)たけ

である(これが.諾ト,て2度jl約さ′れると席復党′′ととなノー,て税わJし

る〔したが/)て個々の赫111Ilの管伴ほ,逐 ▲依頼な.子J帖さな必要とし,

1‾｢確性が儀く要求される∩

第三の特質は,このl亨削lIlの先′ノ亡筒所が非爪に広範にJ)た〔ている

ことであるn lモ伺54先の駅や交通欠礼乍キ某所などにぉいて純子j'■件

の要求に応じで予約さJLる必要がある∩ しかヰ)このr約に矧埠閃か

かるようであ/､てはぃけない〔ここにJム掛こわた･-､ての即止二性が要

求される｡

このような特質的なむずかしさむ考慮して,二れま‾てイ約業鍬土

地域別の集中管理方式をとってきた〔地域別の卑シ中管理組桝は乗車

券センタと呵モばれ全国18筒所に軋i片されている.-.そ二rl?ほ‡こ約倖

席の台帳を回転するfi上に且良べ,f‡の倒辺に句三巾召三.言.1装置む配し

て,予約中込を受ける｡その手順な帽Ji止Lよう｡

いま,駅窓口で二戸約の申込みを受けると,その地域所管のセンタ
*

日本国有鉄道

j‾州け,jrい的化のノ以lケ川こ7∴ヾi′′ド､ノ1.(二こLて,

巧療

幣

節1l文Il‖l屯三 千㌻-′ド某 状 況

に芯言Jトニロ机イり)せる〔センタの係川よその閃い√㌻わl-とにんLし㌧て,

l‾･恨三千†かド)所要の‾11約千畑三1‡′抜きとり,竹.1i-上手r肘ナ｡竹.附■ミ丸Jtば

｢いj_△ま′れたl‾大胡1を子搬に二言Jノ､し-て,駅窓Ilにことの晰鮒L【F捕り･左小il
?写する｡怒11でほこ川二人仁/づいて,刑余右∴汁侍し,す汚ラ上券なnリノにし

て発ノ上する∩

このl札 も/1とも順調にい/--て2分科立な変する｡一触には,供

rll芯言lいこの維一仁〕峠‖即P,子州三あきの子1三す)柑言り(他のセンタ休日が所

要のナ搬な利川していたとき)などのた〟),さr)に時間な要してい

るメェ状である｡

また終センタで管押される列中は,それぞjLの地城でぷ要の多

い,その他城充または細山のヰ)ので占)るため,遠隔地かドJの列巾が

背求された場一行には,その所･肘ヒンケに対してIiりろ過綿が必要とな

【),さL-)にナ約時間がかカ､ろことと乃こそノ｡

イ･約菜摘量の増人ととヰ)に.リ､卜のような‾j∴約池川は繁維むざわ

め,したいに1付雄となりゾ‾ノ/)ふ･乙｡そし′て少しでヰ)能ヰくのよい‾J■･約

処即を7+`･なうたふ㍉人別に(lLあド)かじ〟〕♪約仰山こイビ糊､11で亡二い､

て,逐一-センタに侶ふ川り杢ムむ--ナる必嘆のないようにしたi),イ糾-

′屯.榊)岬汁捕り･ニごi∵=別,列中別にLて,もし淋巨卜亡･あ川よセンタの

休日ろこわずrJJ)すことなく,そのことが駅窓l‾lの掛亡いこJ)かるrl二う

なトーキー.榊描を施.没したり,緯々の舛ノブが払川してきた｡

Lかし,これレ､〕の年子タブにもー弘そ非が涼)F),抜本的な近代化が必零と

されてきた｡このような肯右キのもとに卜棚戸テ‾);杓自助シスナノ､

;MAlくSl(‖1がr吏喝する.｢

3.仙ARS-101システムの開発過程

MAIミS--1〔)1システノ､の`ノ1≡成にいた･三ノまrlチの過群ほ,まさに‥ロー

ては一=にしてなL:_)ず”のたとここのと十い)てあ/-,た〔二との･リ‾ソトえは

/㌢か1-ノエー=こうど1()咋前にさかのは々1∩

戦り.と佃Il‾tの時期をようや､て過ぎ,戦後の先脚部臥二はい′')うとlノ

てぃた日付印29叶 ゝ11時のl司鉄石`太織由†し‡課長ノト山持上郎1‾(〝1掛臼
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によって"国鉄の什車全体に対してもっとも理想的な通話系はどう

あるべきか”という課題を研究するため｢RC委員会+が開催され

た｡この委員会ではまず鉄道の本質的な仕事はなにかという点から

肘発して,国鉄の業務のやり方とその情報伝達の過程を"サイバネ

ティックス”の概念のもとに再検討を試みた｡

従来の通信は鉄道の神経と云われながらも,単に意志あるいはデ

ーセの伝達をするたが)の手段を掟供するのにとどまり,いわば神絆

繊維とt_ての倒きしか考慮されていなか_,た.｢それに対Lて,本当

の意味での神経系統とlての役割ポニ果たしうるくl二う二嘩想的通信系び)

梢-1不_▲〟)ざして,国鉄輸送シスナノ､の解析む進め,活用lうる技術

の可能件を論議LたHC委員会は,まさに画期的なものr∫r三ふ__.た｡

この本当の意味におい)【る神経系続こそ,情報の伝達とともに,そ〝)

処坪あるいは判断機能むも含めて考慮さJtた通信系であり,その--･

√)として座席了約自動システムMARS-101が誕生したのである｡

さて,ヲ【う初はまず貨物輸送に関する問題が黄点的に取り上げられ

たが,当時のこのような研究態度の中に座席予約自動化の胚芽をみ

ることができる∩そして昭和32年,RC委員会のあとを受けて｢事

務近代化通信網調杏研プE委員会_1が構成され ここで稗麻子約が本

格的に取F)I二げられることとなった｡

そこでほ"駅の窓l‾lとセンタとの間ではどの上うな帖韓交換が子+◆･

なオりしるべきか”"センタでほその情報の地坪むどのようにすべき

力､”"そjLF〕をどのような装荷の組み合わせで実現するかりなどに

/‾八､て検討を進ガ_),MARS-1の什様が作り卜げられた｡

この什様に基づき,MARS-1が但F_)に試作され,H桝口35年2月.

領海道線に電中特急が運転さ加るのキ機余に実用化試験にほい.1

た､｡MARS-1ほ試作装置であったとほいえ,実軋L尽夜連続運転

にトて耐えて,稼働率99%以■Lの良好な成績を示l/た｡そlノて実

時間処理の困難さにもかかわ仁)ず,非常に高い信頼性が確認され,

刊司的なシステム建設への銭盤が作られ仁｡二として昭和35年,上り

⊂1■い自動装置を〟.-ざl_て1端局装匠の改良∴言亡憶装置の拡大なと.1ろて
目際にMARS-2の試作か打なわれた.｢∴のMARS--2ほMARS-1の

部分的改良右∴試人トi,什｢洩るカ､こ 十の試作経験ほ.MARS-10lの

溌掛こ強･:反映されている｡

--･ノナ,MARSl∴1千人の什様に妓･て-)トて午国の殖庸子純白動

化を_一因る∴とけ･,将来の子約制度の見通しJ二,J:約業務量の飛躍的

増大右二>考え合わせると,幾多の問題ノ如こあった､)すなわーr).‾-jこ約業

線量の増大に応じて端局装置や中央装琵の増設な-舶ヒとすること,

また稚用上の変化たとえば々一卜1′改i仁などに即応件かもたせること

な(1∴ 乍国的システムとするに＼!1ト｢ての重賓な研究課題が残され

てい†∴｡これド〕の課題検討の六>.リー,昭和:i5牛,】‾倖麻子約通后系調

音研究委員会lが構成された｡

第2図 MARS-1

評 論 筍46蔑 筍6号

この委員会では,かってのRC委員会の精神をくみ,まず予約業

務とそれに関連した業務(たとえば発売業務,審査業務など)を徹

底的に洗い出して,どのような情報の流れがあって,それがどのよ

うな処理を受けているかを分析した｡そして,予約制度の将来の見

通しのもとに,全国的な予約の情報処理システムのあり方を,運用

†れ 技術面から検討して,能率よくしかも十分な信頼度を保てるよ

うな農本設計がなされたのである｡

椚和36年,この基本設計に其/_九､て,乍同噺軒予約自動シスナ

ノ､の第1臥1二事が右一丁されたr､この全日ヨシ′1テムはMARS--1に比

1rr,その規模･性台巨.たヰバニ格段.ヒ向_t二さ才してぃるの〉1∴MARS--

1m七名づけドJかナー｢.

4.仙ARS-101システムの特長

このシステムほ,わが何で鼓高級のオンライン･リアルタイムシ

ステムとして登場した｡その具体的な機能,性能についてほ,別稿

で記述されるほずであるかF),ここではその特長を概観するにとど

めたい｡

4.1広範囲にわたる適応性と迅速性

端局装置は,広範拝削二全国どこでも設賢を容易とするため,小形

化,寧ろう化を阿r),中央装置との接続には-▲般的な電信回線(50

ポー)が用い仁)れるようにl_た.､そL-ていザれの端同装置かじ〕ヰ､秒

中什で予約を可能とした｡

ん2 指定券の自動印刷発行

端局装置ては.単にチ約の結果を得るだけでたく,自動的にその

紙製を切符(指定券)に印刷する｡この自動印刷によ･,て,窓口事

務の迅速化と手記人による誤り防止をはか/1た｡

4.3 ダイヤ改正などに対する柔軟性

列車の改廃,々小イ･1りし改正,料金二変更などに十分対処てきるよう

‾君軟性ろ･ヰ､チエせた｡そL･r｢∴わLこ-ノ1中り扱いが,即応的に容易に行

■ノウし･1るように考慮した｡

4.4 関連業務の近代化

一子約葦掛こ関連した業務ろ_･できるだけ包括的に合理化できるよう

己一.し/こ∴,指竜巻の日勤印刷ほ発売業務の合卿ヒであるが,‾さらに窓

し】事務上しての_発売料金集計阜一自動化l,優査業袴キ合理化し,統

.汁常務キー高僅化する｡
ん5 システムとしての確実性

常黄巾の漂緯行l卜ほ許されないのr｢,各機器の后瞭寵を高めると

同時に.故障が発ftキー_アニ場合てもその后与限化を考摩した｡特に中央

装r凱よ1仁列運転とし,一系列に障害発生しても.もう一系列のみで

摺転71指巨とした｡またレ‾ミ送上♂〕后緯度確保のゾ∴ガ1,奇数パリ千丁キ

′レ三送符号に付加した｡
4.d システムとしての発展性

嘗接蔓増加】に止二して,端局装荷のプ人な｢)ず,中央装置の増設をも

`#易とするシステム構成としたし､そ♂)ため,端局装置と中央装置と

叫を恥二女換装跨を′ト任させて,軸放縦の中央装岸引こな一_､た場合,そ

の越州機能不｢ヰ)たせじ-.

5.将束の展望

座席予約自動システムの発々引よ一戸約菜摘の相即Lと面接的に関係

している｡そしてそれはまた国鉄の今後のあり方に関連しているの

で,以下では鉄道の将来を考えつつ,この日動システムの将来を娯

聾してみたい｡

上+本ほその地形,人口僻凰 鰍1了の分布状況などによって鉄道の

占める役割は抑掛こ人きく,今後飛子f機や自動車の飛躍的な伸びが

あるとしても,なお輸送需要は増加傾向をたどることが予想されて

いる｡ただし,その需要は輸送サービスの向上を前提として確保さ
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れるものである｡すなわち,大量高速輸送機関としての鉄道の長所

を生かして,安価に,快適に,そして序席が確保できるようなサーー

ビスが前提条件となる｡

このような観点のもとに,東海道新幹線の建設をはじめ,輸送力

の増強をめざして,車両の改善･増怖が進められている｡やがで宗

要に見合った輸送力をもつときがくることであろう｡現在は,托例

的な需要過毛のもとでの牌席確保に対する要論を満たすものとして

戸約に意義があるが,一方,需要と輸送プJがバランてした時制にお

いても,予約ほ大きな意義を有している.｢

いつでも座れることをキー1･ッ子フレー･ズに,チ約なしでい/′)も座

-､て旅行できるようにするには,結果抑･こほヤ均乗申効率がきわ〟)
て低く･なって,余力な申を運行しなければなド〕ず,そのた〟)に申

l.り.施設,要員を余計に必要とすることになるt､そのため輸送コス

l-･の上昇を招き,運賃の値_Lげあるいは経営の不健全化ろノ惹起する

rととなろう(〕

旅客輸送は本質的に波動の非′～削こ人きなものである｡そこで,‾ナ

約を行なうことによ--､て,予約さjLた数量から需要を動的には据

し,弾力的に車両または列車を運行したi),あるいは粒度に特定の

日の特定の列申に需要が集中したときにほ,放行者に第2志学を一視

いて別列車のニナ約がされるようにすることほ,旅客サービスのため

にも健全な経常のた捌こも,ぜひ必要と考えられる｡

しかし,このとき予約をするのが煩雑であったり,回答にあまり

時間がかかるようであってはならない(-また予約状況が即時的に的

確にとらえられる必要がある｡このような条件に適合し∵た座席予約

自動システムMARS-101の将来性は非常に大きいといえよう｡そ

れだけに今後より大きな期待や要望が課せられてゆくこ･とであア〉

う‥ その二.:三の例を述べてみたい､｡

展 望 1019

その---･つの要望ほ,指定券の発行のみにとどまらず,乗車券も同

時に自動発行できないかということである｡これは特急券など指定

券の区間と,乗車券の区間とが一般的に異なることから派生する幾

多の問魅を有しているため非常にむずかしいが,制度の面と技術の

面からの研究によってなんらかの可能性が導き出せるのではあるま

いか｡

前に記したように,将来の予約の意義は需要に応じた弾力的な列

中道行にあるが,需要に応じて車両増結あるいほ列申増発をどのよ

うなカ法で行なうれ 今後の大きな課題である｡またこのシステム

でとF)えられた各種の需要統計から,いかなる列車ダイ17が旅客需

要にもっとも適合したものであるか,OR的研究を期待したい｡

旅行者にとっては,旅行者自身の手で気がるに座席が予約できる

ことを要望するのではあるまいか.｡ここ数年の間に中長距離旅行客

は息子Jを利用することが常識化したように,やがて座席の確保(予

約)があたりまえになる時がくるかもしれないっそのときこそ気楽

に扱える指定券自動発売榛はぜひ欲い､ものである｡

d.結 R

MAlくS-101シ_ステムほ,エレクトロニクスの威力を存分に発揮し

てくれることであろう｡そしてその実価が発揮されればされるほ

ど,そこに託される夢はふくらんでゆくに違いない｡その夢を,つ

ねに業務の本質まで掘り‾‾F■げてから実現に努力しノてゆくならば,限

りない未来の発展が約束されるであろう｡

終わりにのぞみ,本システムの開発にあたり懇切なる指導と助言

を与えてくださった東京大学坂本教授,穂坂教授に厚くお礼を申し

l二げるとともに.関係者各位に深く謝意を表したい｡

特 許 の 紹 介 ∈妻]

特許舞407639号(特公昭37-5698)

パ ル ス 電 子 流 射 出 装 置

パルス技術の進歩に伴いせん頚偵の人きいパルス電子流,あるい

ほパルス幅の狭いパルス電子流が要求せられている｡本発明は陰極

の種頼や大きさに無関係にせん頭値の人きい,しかもパルス幅の狭

い′リレス電子流をとり出し得るものであって,第】図に示すより

に,集群電極4へ一5間iこ菜群電圧抗5を基本パルス電子流A(パ′し

ス幅TA)を作成する陰極一制御電極間パルス電圧抗2と同其耶こて印
加するように構成されてあろ｡したがって基本パルス電子流Aの小

に含まれる電子のうち,比較的パルスの前の方に含まれている電子

ほ,115の大きさの比較的小さい時刻に集群電極4～5間を通るの

で,これらの電子に対するn5の作用は比較的少ない｡他方基本∴

ルス電子流Aの電子のうち,比較的パルスの後の方に含まれている

電子は前述と逆にl㌔5の作用が比較的大きい｡この作用により電子

流Aの中でほ,時間的にあとから電極4～5を通る電子ほど速t･､速度

をもち,電極4～5から適当な距離だけ遠ぎかると,時間的に集群

されて舞2図に示すようにきわめてせん頭値の大きい,しノかもパノレ

ス幅の狭いパルス電子流月をとり出L得るのである｡(水 本)
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